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主な内容　p2-3決算報告、p4市内小学校の再編状況、p5新利根地
区新設小学校の建設工事、p6長寿（100歳）のお祝い、p7災害時要
援護者名簿登録、p8姉妹都市交流、p9プレミアム商品券発行

表紙　柴崎小学校運動会の１コ
マ。（関連記事p24）



平成23年度　決算

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
、水
道

事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
平
成
24
年

第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
23
年
度

決 
算 

報 

告

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
が
２
２

６
億
４
８
１
３
万
円
、
歳
出
決
算
額
が
２
０
５
億
１
４
３
１

万
円
で
あ
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
２
億
６
３

２
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
８
億
７
０
５
６

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
だ
た

め
、決
算
額
が
歳
入
・
歳
出
と
も
に
、か
つ
て
な
い
規
模
に
増

加
し
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。（
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入

し
て
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
合
計
額
や
構
成
比
率
な
ど
が
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
歳
入
の
決
算
状
況

市
税
に
お
い
て
、
個
人
市
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
は
、
震
災
に
伴
う
減
免
措
置
を
講
じ
た
こ
と
に
よ
る
減
収

を
含
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
収
し
て
い
る
も
の
の
法
人
市

民
税
が
１
億
１
４
４
２
万
円
、
軽
自
動
車
税
で
２
０
２
万
円
、

た
ば
こ
税
で
３
７
２
０
万
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全

体
で
は
前
年
度
よ
り
３
４
９
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
も
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が
１
４
億

３
３
５
５
万
円
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、総
体
で
２
０
億
２

１
７
２
万
円
増
加
し
ま
し
た
。一
方
で
、国
庫
支
出
金
は
、社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金（
旧
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
）、安
全
安
心
な

学
校
づ
く
り
交
付
金
、
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
お
よ
び

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
が
終
了
ま
た
は
縮

小
し
た
こ
と
に
よ
り
、５
億
２
５
１
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
決
算
状
況

歳
出
で
は
、
扶
助
費
が
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
、
児
童

手
当
・
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
、
生
活
保
護
費
等
の
増
加
に

加
え
、
震
災
に
よ
る
家
屋
被
災
者
に
対
す
る
見
舞
金
を
支
給

し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
２
億
５
９
５
４
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
出
金
で
は
、
農
業
集
落
排
水
お
よ
び
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
災
害
復
旧
の
た
め
の
繰
出
し
を
行
っ
た
こ
と
が

大
き
く
影
響
し
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
８
８
０
８
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
小
中
学
校
耐
震
補
強
事
業
な
ど
が
前

年
度
に
終
了
し
、
普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
補
助
事
業
費
が

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
皆
増
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
３
億
５
３
２
４
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

国民健康
保　　険

後期高齢
者 医 療 公平委員会 農業集落

排水事業
公共下水
道 事 業 介護保険 浮島財産区 古渡財産区 基幹水利施

設管理事業

歳入決算額 62億
6,573万円

8億
1,361万円 27万円

6億
8,756万円

24億
5,963万円

28億
642万円 135万円 404万円

1億
4,276万円

歳出決算額 58億
3,590万円

8億
475万円 15万円

6億
4,946万円

23億
5,882万円

26億
7,495万円 105万円 340万円

1億
4,186万円

会計名

会計名

区　分

区　分

稲敷市決算　【特別会計】

稲敷市決算　【一般会計】

稲敷市決算　【一般会計】

稲敷市決算　【水道事業会計】決算に基づく財政状況の指標
健全化判断比率と
資金不足比率を公表します。
市は、平成23年度の決算を基に、「地方公共団体
の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」の規
定による健全化判断比率と資金不足比率を公表し
ます。■問合せ先：稲敷市財政課　☎029-892-
2000（内線2800）

本市の健全化判断比率と資金不足比率を算定した
結果、いずれの指標においても、早期健全化団体
となる基準値を下回りました。
　このことから、本市の財政状況は健全な状態に
ありますが、より一層の財政健全化を進めてまい
ります。

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

該当なし

該当なし

　 9.3％

福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計など
の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示
すのが「実質赤字比率」です。
早期健全化基準（11.25〜15％）

特別会計や公営企業を含むすべての会計の赤字や
黒字を合算して、市全体としての赤字の程度を指
標化し、全会計の財政運営の深刻度を示すのが「連
結実質赤字比率」です。
早期健全化基準（16.25〜20％）

市の借入金にかかる元金および利息の支払いにか
かる経費の合計額が標準財政規模に対してどのく
らいの比率になっているかを見るもので、資金繰
りの危険度を示すのが「実質公債費比率」です。
早期健全化基準（25％）

資金不足比率 該当なし
公営企業の資金不足を、料金収入の規模と比較し
て指標化し、経営状況の深刻度を示すのが「資金
不足比率」です。　経営健全化基準（20％）

将来負担比率 　32.6％
市の借金や将来支払わなければならない負担金な
どの残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性が高いかどうかを示すのが「将来負担比率」
です。　早期健全化基準（350％）

健全な本市の財政状況

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

稲敷市水道事業 9億
8,438万円

9億
4,132万円 1,713万円

3億
7,116万円

工業用水道事業 844万円 720万円 　ー 483万円

財政健全化法は、平成19年6月に地方公共団体の財政を適正に運営することを
目的に公布されました。全ての地方公共団体は、毎年度、健全化判断比率と資金不
足比率を監査委員の審査を受けた上で議会に報告し、住民に公表することが義務
付けられています。
　健全化判断比率の４つの指標（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率）のうち、どれか１つでも早期健全化基準を超えると「早期健全
化団体」に、財政再生基準を超えると「財政再生団体」になります。それぞれ、早期
健全化計画、財政再生計画を策定し、早急に財政改善に取り組まなければなりま
せん。
　公営企業は、各事業ごとに資金不足比率をチェックします。経営健全化基準を
超えると、経営健全化団体となり、経営健全化計画を策定しなければなりません。

解説　財政健全化法とは・・・？

△平成23年度にリニューアル工事が完
了した『リバーサイド公園』

歳 入

歳 出

226億4,813万円

205億1,431万円
　 地方交付税
82億2,324万円
　　（36.3％）

　 　市　税
50億2,791万円
　　（22.2％）

　 　民生費
58億3,212万円
　　（28.4％）

　 土木費
24億5,563万円
　 （12.0％）教育費

23億3,708万円
（11.4％）　　総務費

18億7,313万円
　　（9.1％）

衛生費
16億7,166万円

（8.1％）

公債費
13億5,316万円

（6.6％）
災害復旧費
15億9,864万円

（7.8％）

　 国庫支出金
22億7,013万円
　　（10.0％）

　　 　市　債
　17億2,517万円
　　　（7.6％）

　 県支出金
16億4,311万円
　 （7.3％）

繰越金　11億1,187万円 （4.9％）

農林水産業費　11億6,583万円 （5.7％）

諸収入　  7億1,496万円 （3.2％）

消防費　 11億5,393万円 （5.6％）

地方譲与税　 4億3,990万円 （1.9％）

その他　 10億7,313万円 （5.3％）

地方消費税交付金　 4億822万円 （1.8％）
繰入金　 3億4,988万円 （1.5％）

その他
7億3,374万円

（3.3％）

歳入の「その他」は、ゴルフ場利用税交付金、
分担金及び負担金、使用料及び手数料、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、財産収入、
寄附金、利子割交付金、交通安全対策特別交
付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付
金です。

●

●

●

●

●

●

●
●

その他の内訳：
諸支出金　6億874万円（3.0％）
議会費　2億6,035万円（1.3％）
商工費　2億405万円（1.0％）
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市
内
小
学
校
の

　
再
編
状
況
に
つ
い
て

● 

学
校
再
編
実
施
計
画
の
概
要

● 

計
画
策
定
後
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
予
定

　稲敷市では、少子化の影響等により児童数の減少がみられることから、
平成22年3月に「学校再編整備実施計画」を策定し、稲敷市における小学
校の再編に関する計画（平成22年度～平成31年度までの10年間）をまと
め、小学校の適正配置を進めております。今回は、計画の概要を改めてお
知らせするとともに、計画策定以降の取り組み状況と今後の予定について
お知らせいたします。

小学校の適正規模：12学級〜18学級（1学年　2〜３学級程度）

＜再編内容とスケジュール＞
（
Ｈ
22
〜
Ｈ
26
）

 

前 

期 

計 

画

（
Ｈ
27
〜
Ｈ
31
）

 

後 

期 

計 

画

江戸崎地区　⇒　小学校3校（江戸崎小、君賀小、鳩崎小）を再編、
　　　　　　　　小学校2校（沼里小、高田小）は現状維持
新利根地区　⇒　小学校3校（根本小、柴崎小、太田小）を持って
　　　　　　　　統合し、新たな場所に学校を設置

桜 川 地 区　⇒　小学校3校（阿波小、浮島小、古渡小）を持って
　　　　　　　　統合し、新たな場所に学校を設置
東　地　区　⇒　小学校5校（あずま南小、あずま東小、新東小、
　　　　　　　　あずま北小、あずま西小）を持って統合し、新
　　　　　　　　たな場所に学校を設置

※ 本計画策定（Ｈ22.3）以降、東日本大震災の発生など市を取り巻く状況が大きく
変化していることもあり、学校再編内容・スケジュールについては柔軟に対応して
まいります。

学校再編実施計画の概要

計画策定後の取り組み状況と今後の予定
〜 あずま東小と新東小がH25.4.1に統合します 〜

 江戸崎地区  新利根地区

  東　地　区 桜 川 地 区

○ 計画策定後取り組みの状況
　・江戸崎小の耐震補強、老朽化改修工事の実施
　　校舎（Ｈ22完了）、体育館（Ｈ24実施中）
○ 今後の予定
　・順次説明会を開催予定

○ 計画策定後取り組みの状況
　・新設小の建設工事をH24発注
　・統合準備会（校名等検討）をＨ24.9設立
○ 今後の予定
　・Ｈ26.4.1開校に向け工事実施、準備会開催

○ 計画策定後取り組みの状況
　・児童数減少による新東小保護者との話し合い
　・あずま東小保護者との話し合い
○ 今後の予定
　・あずま東小と新東小をＨ25.4.1統合

○ 今後の予定
　・整備計画スケジュールに基づき、期限内
　  （H27〜H31）の統合を推進する。

稲
敷
市
学
校
再
編
整
備
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

新
利
根
地
区
に
あ
る
３
つ
の
小
学
校
（
根
本
小

学
校
、柴
崎
小
学
校
、太
田
小
学
校
）を
統
合
し
、

平
成
26
年
４
月
か
ら
新
設
小
学
校
開
校
を
目
指

し
、建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆ 

対
象
小
学
校
と
児
童
定
員
・
学
級
数

新
利
根
地
区
の
小
学
校
を
統
合
し
、
新
利
根

中
学
校
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
心
に
新
設
小

学
校
を
建
設
し
ま
す
。

　
児
童
数
は
最
大
で
４
５
０
人
、
学
級
数
は

最
大
で
17
学
級
に
対
応
で
き
る
よ
う
建
設
予

定
で
す
。

※ 

35
人
学
級
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
お
り
ま
す
。

◆ 施設概要
■ 敷地面積：22,690.14㎡
■ 建築面積：4,650.88㎡
■ 階　　数：地上２階【鉄筋コンクリート造（一
部鉄骨造）】
■ 主要諸室：１階　職員室・校長室などの管理機
能、理科室、図書室などの特別教室など
２階　普通教室や青空テラスなど
■ 屋外施設：校庭（周回150ｍトラック、直線100ｍ
コース）、遊具、プールなど

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
の

　
建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト

新
利
根
地
区
の
３
つ
の
小
学
校
が

　
平
成
26
年
４
月
に
１
つ
に
な
り
ま
す

◆ 

学
校
名
、校
章
、校
歌
等
に
つ
い
て

新
設
小
学
校
開
校
に
向
け
て
は
建
物
の
他
に
も
、
学
校

名
、校
章
、校
歌
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
教
育
委
員

会
で
は
、地
元
に
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
、議
員
、地

域
住
民
代
表
、
保
護
者
代
表（
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
）、
学
校
代

表
、
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
稲
敷
市
新
利
根
地
区
新

設
小
学
校
統
合
準
備
会
」
を
設
立
し
て
、
ご
意
見
を
伺

っ
て
お
り
ま
す
。そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 設計には皆さんの声を反映
設計にあたっては、ワークショップを通じて、地域住民代表、保護者代表

（ＰＴＡ関係者）、学校代表、児童など、新設小学校に関わりを持つ皆さん
の声を集め、設計に反映しております。

△全景イメージ（校庭から建物南側を望む）

△南側上空からのイメージ図

門扉

体育館

校　庭

校　舎

配 置 図

▷
図
書
室（
イ
メ
ー
ジ
）

◁
青
空
テ
ラ
ス（
イ
メ
ー
ジ
）

新利根中学校
　　グラウンド
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1 65歳以上の一人暮らしの方、または65歳以上の人のみ
　 の世帯　※ 民生委員が登録申請書を持って訪問します。
2 介護保険で要介護3以上の認定を受けている方
3 身体障害者手帳（1・2級）の交付を受けている方
4 療育手帳（Ⓐ・Ａ）の交付を受けている方
5 精神障害者保健福祉手帳1級を受けている方

※1 ～ 5以外で、支援が必要な方は、社会福祉課にご相談
　ください。
※2〜5は市から申請書を12月中旬頃に発送予定です。

問合せ先
稲敷市社会福祉課社会福祉係（新利根庁舎）

tel.029-892-2000（内線3205・3206）

在宅者であって、下記のいずれかに該当し、支援が必要と思われる方

広報稲敷 平成24年11月号　67　広報稲敷 平成24年11月号

「災害時要援護者」とは、大地震などの災害が起こっ
た時、自力で避難することが難しく、支援を必要と
する人たちです。「歩行が困難」「周囲の状況がわか
らない」「身近に支援をしてくれる人がいない」など
の理由から、地域で孤立してしまう恐れがあり、地
域全体で要援護者の人たちを見守る必要があります。

市では、要援護者本人またはその家族などの申請に
より、災害時要援護者名簿を作成します。その情報
は、平常時から市の関係部署、民生委員、避難支援者
などと共有し、要援護者を支援する地域の活動に活
用します。

災害時要援護者情報は、緊急時の安否確認や災害時の避難支援以外の目的には使用しません。
災害時は不測の事態も想定されますので、各家庭で災害に対して備えておくことが重要です。

地域全体で
「災害時要援護者」を見守ります 災害時要援護者名簿への登録

登録対象者

災害時要援護者名簿の活用イメージ

〜災害時要援護者名簿登録〜 〜100歳の方々に褒状と記念品を贈呈〜
災害に備え、支援が必要な方の名簿を作成します 今年、10人が100歳を迎えられます

市内には、今年100歳を迎えられる方が10人います。どの
方も元気で暮らしています。この度、100歳の方々に褒状
と記念品が贈呈されました。皆さん、市長からお祝いの品々
を手渡されとても嬉しそうでした。
※ 写真はご了承された方のみ掲載しております。

▷ 

山
久 

あ
き 
様（
天
王
）

▷ 

中
山 

ま
さ 

様（
上
須
田
）

◁ 

河
野 

ク
ニ
子 

様（
野
原
）

◁ 

諸
岡 
ふ
み 
様（
西
町
）

◁ 

齊
藤 

や
す 

様（
釜
井
）

▷ 

山
本 

ヒ
テ 
様（
西
町
）

◁ 

齊
藤 

き
ぬ
子 

様（
釜
井
）

中澤 かつ 様（椎塚）
井尾瀬 ウメ 様（新宿）
根本 マサ 様（六角）

稲敷市（関係部署で共有）

民生委員・児童委員 消防機関・警察機関

名簿登録

災害時要援護者

情報提供 情報提供

情報共有

状況確認
避難支援

状況確認
避難支援



トピックストピックス

震
災
復
興
支
援

　

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

沼
田
地
区

下
水
道
課
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

11
月
26
日
よ
り

稲
敷
市
で
は
、 

地
域
経
済
の
活

性
化
と
震
災
復
興
を
祈
念
し

「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を

発
行
し
ま
す
。

■ 

商
品
券
に
つ
い
て

１
万
２
０
０
０
円
分
の
商
品
券

（
１
０
０
０
円
券
×
12
枚
）を
商
工

総
務
省
統
計
局
で
は
、
11
月
〜

平
成
25
年
３
月
に
沼
田
地
区
の

一
部
で
「
労
働
力
調
査
」
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

上
下
水
道
部
下
水
道
課

は
11
月
26
日（
月
）よ
り
、

東
庁
舎
か
ら
江
戸
崎
公

共
下
水
道
処
理
場
へ
事

務
所
を
移
転
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

会
に
委
託
し
、
１
万
円
で
販
売

し
ま
す
。た
だ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
テ
ナ
ン
ト
含

む
）
や
ス
ー
パ
ー
、
チ
ェ
ー
ン

店
で
利
用
出
来
る
の
は
、
６
枚

（
６
０
０
０
円
）に
限
り
ま
す
。地

元
中
小
店
・
事
業
所
で
は
12
枚

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
11
月　
▽
調

査
地
域
：
沼
田
地
区
の
一
部

■ 

問
合
せ
先

県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働
担

当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２

６
４
９

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎 江戸崎

体育館
江戸崎
体育館

稲敷警察署稲敷警察署

大正橋大正橋 高田橋高田橋

下水道課
（下水道処理場）
下水道課
（下水道処理場）

至 

江
戸
崎
商
店
街

新所在地
〒300-0500 稲敷市荒沼9番2
tel.029-892-2000（内線2970〜2975）
fax.029-892-8210

全
て
利
用
可
能
で
す
。

▽
販
売
期
間
：
12
月
２
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
（
売
り
切
れ
次
第
終

了
）　

▽
販
売
場
所
：
稲
敷
市

商
工
会
本
所
お
よ
び
市
内
３
か

所（
旧
新
利
根
支
所
、
旧
桜
川
支
所

お
よ
び
東
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
）　
▽
販
売
数
：
５
０

０
０
セ
ッ
ト
（
１
人
２
セ
ッ
ト
ま

で
）　

▽
販
売
対
象
：
稲
敷
市

に
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の

方　
▽
使
用
期
間
：
12
月
２
日

（
日
）
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

（
日
）　
▽
使
用
で
き
る
店
舗
：

商
工
会
に
取
扱
店
の
登
録
を
し

た
店
舗
、
事
業
所　
※
上
記
ノ

ボ
リ
が
目
印

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
０
３
／
hphtt

p://w
w

w
.inashiki.or.jp

姉
妹
都
市
交
流

第6回稲敷市親善大使
姉妹都市サーモンアームへ

8月18日から28日までの11日間にわたり、市内
の中高生14人と団長、親善随行員、指導員の総勢
18人が、稲敷市親善大使として姉妹都市サーモン
アーム市（カナダ）へ派遣されました。18人の親善
大使たちは、雄大なカナダの自然の中ホームステ
イ等様々な経験を通じて、現地の青少年との友好
を深めてきました。
　その報告を一部抜粋してご紹介します。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）
☎029-892-2000（内線2605）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

　
カ
ナ
ダ
の
自
然
を
体
感

一
生
の
思
い
出

出
会
い
と
別
れ
・
・
・

〜 親善大使の11日間 〜
8月18日（土）：成田出発
8月19日（日）～ 24日（金）：サーモンアーム近郊の
　　　　　　　　　　　　　　各家庭でホームステイ
8月25日（土）・26日（日）：バンフ観光
8月27日（月）：帰路へ
8月28日（火）：成田到着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
崎
中
学
校
一
年　
朝
日
向　
千
明

　
今
年
の
夏
、
11
日
間
と
い
う
貴
重
な
日
々
を
、
私
は
カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
ま

し
た
。実
際
に
カ
ナ
ダ
へ
行
っ
て
み
る
と
、
不
安
な
気
持
ち
は
す
ぐ
に
消
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
ん
な
風
に
思
え
た
理
由
の
一
つ
は
、
カ
ナ
ダ
の
人
達

が
す
ご
く
優
し
く
て
、
安
心
で
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。ス
テ
イ
先
の
家

族
の
皆
さ
ん
は
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
て
、
ど
ん
な
時
も
家
族
の
よ
う
に
接

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、も
う
一
つ
は
、カ
ナ
ダ
の
自
然
や
風
土
の
中
で
、

た
く
さ
ん
の
良
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
や
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
な
ど
、
広
い
自
然
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
カ
ナ
ダ
で
の
す
ば
ら
し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
中
で
、
一
番
つ

ら
か
っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
お
別
れ
の
時
で
し
た
。一
緒
に
過
ご
し
た
一
週

間
の
思
い
出
が
う
か
ん
で
き
て
、す
ご
く
さ
び
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
カ
ナ
ダ
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
行
き
、
カ
ナ
ダ
の
人
達
の
優
し
さ
に

ふ
れ
る
事
で
、
心
が
豊
か
に
な
り
、
精
神
的
に
大
き
く
成
長
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い

き
、将
来
大
人
に
な
っ
た
時
ま
で
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、い
つ
か
ま
た
、カ
ナ
ダ
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

平成24年度 稲敷市親善大使（敬称略）
団　　　長：糸賀勝示（沼里小学校校長）

親善随行員：塚本みち子（姉妹都市交流委員会）

指　導　員：黒田喜美子（あずま南小）、大木歩（あずま北小）

団　　　員：木内茜里、大谷みなみ、浅野友里、伊藤幹太、
江寺理紗、海老原栞、黒田多笑、飯塚百花、萩原宗汰、
手塚葉、小貫泰典、山口あかな、清原佑梨乃、朝日向千明

▷
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

▷
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原

△友情の門

△歓迎式

△さよならパーティ

広報稲敷 平成24年11月号　89　広報稲敷 平成24年11月号



トピックストピックス

一
部
損
壊
住
宅
の
修
繕
費
の
助
成

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

一
部
損
壊
程
度
の
被
害
（
全
壊
、

大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
を
除
く
）

を
受
け
た
住
宅
の
修
繕
を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
修
繕
に
係
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■ 

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

た
だ
し
、
借
家
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

 

・
稲
敷
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方

 

・
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
内

の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
非
住
家

は
該
当
し
な
い
）

 

・
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

 

・
修
繕
費
用
が
50
万
円
以
上

（
消
費
税
含
む
）の
場
合

 

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

（
世
帯
員
）

■ 

対
象
工
事

被
災
し
た
住
宅
の
屋
根
、
瓦
、

外
壁
、基
礎
な
ど
の
修
繕
工
事

※
昨
年
中
の
修
繕
に
つ
い
て
も

対
象
に
な
り
ま
す
。（
平
成
23
年

３
月
11
日
以
降
の
修
繕
）

※
門
や
塀
、
外
溝
工
事
、
備
品

の
購
入
ま
た
は
交
換
、
自
分
で

修
繕
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

■ 
助
成
額

対
象
工
事
費
の
10
％
（
千
円
未

満
切
捨
て
、限
度
額
10
万
円
）

※
１
世
帯
で
１
回
の
み
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

■ 

申
請

申
請
方
法

修
繕
工
事
が
完
了
し
て
か
ら
の

申
請
に
な
り
ま
す
。工
事
完
了

後
、
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
東
庁
舎

は
都
市
計
画
課
）で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
な
ど
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

必
要
書
類

 

・
領
収
書

被
災
住
宅
復
興
支
援
利
子
補
給
事
業

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
宅
に
つ
い
て
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
補
修

な
ど
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
借

入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
給
し

ま
す
。

■ 

対
象

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

た
だ
し
、
住
宅
が
半
壊
し
解
体

し
た
方
で
、
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
支
給
を
受
け
た
場
合

は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

 

・
自
己
（
ま
た
は
親
族
）
が
所
有

す
る
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か
の

り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
方

（
別
荘
、店
舗
、倉
庫
、塀
な
ど
は
対

象
外
）

 

・
震
災
発
生
時
に
自
己
（
ま
た

は
親
族
）
が
被
災
住
宅
に
居
住

し
て
い
た
方

 

・
被
災
住
宅
の
補
修
、
被
災
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、
購

入
、
ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
の

い
ず
れ
か
を
市
内
で
行
っ
た
方
、

ま
た
は
行
う
方

 

・
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、

住
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方

 

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■ 

利
子
補
給
金
額
・
交
付

期
間

 

・
借
入
金
残
高（
上
限
６
４
０
万

円
）の
１
％
に
あ
た
る
金
額（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
を
年
１
回
交

付
し
ま
す
。

 

・
宅
地
復
旧
工
事
を
伴
う
場
合

は
、
１
０
３
０
万
円
を
上
限
と

し
、
宅
地
復
旧
工
事
の
み
の
場

 

・
見
積
書
ま
た
は
工
事
内
訳
書

（
工
事
の
内
容
が
分
か
る
も
の
）

 
・
工
事
前
後
の
修
繕
部
分
の
写

真

 

・
印
鑑申

請
期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
・
５
７
０
２
）

合
は
、
３
９
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

 

・
利
子
補
給
金
の
交
付
期
間
は
、

最
長
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

■ 

申
請

申
請
方
法

必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
、
各

庁
舎
総
合
窓
口
課（
東
庁
舎
は
都

市
計
画
課
）
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。必

要
書
類

 

・
り
災
証
明
書
の
写
し

 

・
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
の
写

し

 

・
償
還
表
（
返
済
予
定
表
）
の
写

し

 

・
工
事
請
負
契
約
書
、
ま
た
は

売
買
契
約
書
の
写
し
（
該
当
す

る
場
合
）

 

・
住
民
票
謄
本　
※
申
請
者
と

住
宅
の
所
有
者
が
異
な
る
場
合

は
、
親
族
関
係
の
わ
か
る
書
類

（
戸
籍
謄
本
な
ど
）
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
・
５
７
０
２
）

市
内
保
育
所
の
園
児
募
集

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
の
入
所
受
付

児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
案
内

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
の
入
所
受
付

市
内
の
各
保
育
所（
園
）へ
の
入

所
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
受
付
日
時
：
12
月
３
日（
月
）

～
14
日（
金
） 

※
土
、日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▽
受
付
場
所
：
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童
福
祉

課
）　

※
申
込
書
類
な
ど
は
11

月
１
日（
木
）以
降
、
各
庁
舎
総

合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童

福
祉
課
）お
よ
び
稲
敷
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。　
▽
そ

の
他
：
平
成
25
年
度
の
年
度
途

中（
５
月
１
日
以
降
毎
月
１
日
）入

所
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
入

所
希
望
月
の
２
か
月
前
か
ら
入

所
希
望
月
の
前
月
10
日
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

■ 

入
所
基
準

市
内
在
住
の
０
歳
児
か
ら
小
学

校
就
学
前
の
児
童
で
、
保
護
者

や
同
居
の
親
族
な
ど
が
働
い
て

い
る
場
合
や
、
病
気
、
出
産
ま

た
は
病
人
の
看
病
な
ど
で
児
童

の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
入
所
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も
、

就
労
な
ど
で
家
族
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
開
設
し
て

い
ま
す
。原
則
、
入
所
児
童
が

10
人
未
満
の
場
合
は
開
設
し
ま

せ
ん
。

■ 

対
象
者

原
則
、
市
内
の
小
学
校
１
～
３

年
生
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当

て
は
ま
る
児
童
で
す
。定
員
に

空
き
が
あ
る
場
合
は
、
第
二
次

募
集
で
４
年
生
以
上
も
受
け
入

れ
ま
す
。

① 

ひ
と
り
親
や
共
働
き
の
家

庭
な
ど
で
、
児
童
が
帰
宅
し
て

も
面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い
場

合② 

家
族
者
が
長
期
間
の
病
気

な
ど
で
保
護
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合

③ 

①
②
以
外
で
、特
別
に
保
護

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

■ 

開
設
日

・
月
～
金
曜
日
＝
学
校
終
了
時

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内
線
３
４
０
０
・

３
４
０
２
）

～
午
後
６
時
20
分

・
学
校
休
業
日（
夏
休
み
、冬
休
み
、

春
休
み
な
ど
）＝
午
前
８
時
～
午

後
６
時
20
分

・
土
曜
日
＝
午
前
８
時
～
午
後

６
時

※
土
曜
日
は
１
か
所
（
新
利
根

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で
開
設
。

対
象
は
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
し

て
い
て
、
保
護
者
の
休
日
が
土

内
」を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

12
月
３
日（
月
）
～
14
日（
金
）

※
土
、
日
を
除
く　
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時　
※
第
二
次

募
集
は
、２
月
１
日（
金
）
～
８

日（
金
）を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受
付
場
所

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
新
利
根

庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
４
０
２
）

保育所（園）名 住　所 問合せ先 定　員
市立認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 高田930-1 029-893-0840 200人
市立桜川保育所 古渡297-1 029-894-3703 70人
私立江戸崎保育園 江戸崎乙1258 029-892-2670 120人
私立新利根つばさ保育園 角崎1578-2 0297-87-3600 120人
私立幸田保育園 幸田1349 0299-79-2296 100人

名　称 場　所
江戸崎地区児童クラブ 江戸崎小学校
沼里地区児童クラブ 沼里小学校
高田地区児童クラブ 高田コミュニティセンター
柴崎地区児童クラブ 新利根中学校
根本地区児童クラブ 根本共同利用施設
桜川地区児童クラブ 古渡小学校
あずま東地区児童クラブ あずま東小学校
あずま西地区児童クラブ あずま西小学校
土曜日児童クラブ ふれあいセンター

曜
日
で
な
い
児
童
で
す
。

■ 

保
育
料

▽
月
額
：
３
０
０
０
円

（
８
月
は
５
０
０
０
円
）

※
土
曜
日
も
入
所
す
る

場
合
は
、
月
額
１
０
０

０
円
加
算

■ 

申
込
手
続
き

「
入
所
の
ご
案
内
」
お

よ
び
申
込
書
類
は
11
月

１
日（
木
）以
降
、
各
庁

舎
総
合
窓
口
課
（
新
利

根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）

お
よ
び
稲
敷
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
「
入
所
の
ご
案

児童クラブ一覧

保育所一覧

広報稲敷 平成24年11月号　1011　広報稲敷 平成24年11月号



トピックストピックス

防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す

　

身
の
安
全
を
守
る
た
め
に

▽
日
時
：
11
月
25
日（
日
）　
午

前
９
時
開
会
（
受
付
＝
午
前
８
時

30
分
〜
）　
※
小
雨
決
行
・
荒
天

中
止
。中
止
の
場
合
は
防
災
無

線
・
防
災
メ
ー
ル
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
▽
会
場
：
稲
敷

市
新
利
根
総
合
運
動
公
園　
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
駐
車
場
は
『
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
災
害
用
備
蓄
品
を
配
布
し

ま
す
。

■ 

内
容

一
般
参
加
型
訓
練

水
消
火
器
取
扱
・
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
・
応
急
タ
ン
カ
取
扱
・
心
肺

蘇
生
法展

示
ブ
ー
ス

住
宅
用
火
災
警
報
器
・
災
害
用

備
品体

験
ブ
ー
ス

煙
体
験
ハ
ウ
ス
・
起
震
車
搭
乗

体
験消

防
団
・
消
防
署
に
よ
る

模
擬
火
災
訓
練

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
３
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日（
金
）
～
15
日（
木
）

　
■ 

全
国
統
一
標
語

『
消
す
ま
で
は　
出
な
い
行
か

な
い　
離
れ
な
い
』

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
各
ご
家
庭

で
は
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え

て
い
く
時
期
に
な
り
ま
す
。火

災
は
僅
か
な
火
種
で
も
使
う
者

の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
発

生
し
、
財
産
の
み
な
ら
ず
、
尊

い
命
を
も
瞬
く
間
に
奪
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
で
は
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
約
７
割
は
逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も
の
で
す
。お
年
寄
り

や
子
ど
も
、
身
体
の
不
自
由
な

方
々
が
安
全
に
避
難
す
る
に
は
、

各
家
庭
だ
け
で
な
く
住
民
同
士

が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
ぐ
る
み

で
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

■ 

意
識
が
変
え
る
火
災
予
防

住
民
一
人
一
人
が
火
災
予
防
に

目
を
向
け
、「
も
し
発
生
し
た

ら
…
」
か
ら
「
お
こ
さ
な
い
た

め
に
は
…
」
と
心
構
え
を
変
え

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
本
当
の

地
域
の
安
心
、
安
全
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
火
災
ゼ
ロ
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
標
に
み
ん
な
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

 

・
江
戸
崎
消
防
署　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
１
２
３
８

 

・
災
害
情
報
セ
ン
タ
ー　
☎
０

２
９
７
︲
６
４
︲
０
１
１
９

後
納
制
度
と
受
給
資
格
期
間
の
短
縮

　

年
金
コ
ー
ナ
ー

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘

れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、
今
年

の
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、

過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
後
納
制
度
に
よ
り
、
過
去
10

年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金

額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
の
受

給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
８
月
10
日

に
「
年
金
機
能
強
化
法
」
が
成

立
し
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
は
、

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
、
こ

れ
ま
で
の
25
年
（
３
０
０
月
）
か

ら
10
年
（
１
２
０
月
）
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
受
給
資
格
期
間

を
満
た
さ
な
か
っ
た
方
が
年
金

を
受
給
で
き
る
場
合
や
、
後
納

多
重
債
務
と
は
、
す
で
に
あ
る

借
金
の
返
済
に
充
て
る
た
め
に
、

他
の
金
融
業
者
か
ら
借
金
を
し

て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。最
近

で
は
、
長
引
く
不
況
の
た
め
給

与
が
減
っ
た
り
、
予
期
せ
ぬ
失

業
に
よ
り
多
重
債
務
に
陥
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
多
重
債
務
に
な
っ
た
こ
と
が

原
因
で
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
り
、
多
額
の
借
金
を
苦
に

し
て
夜
逃
げ
や
自
殺
な
ど
深
刻

な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。も
し
借
金
返
済

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
早

め
に
家
族
な
ど
に
打
ち
明
け
た

り
相
談
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

■ 

ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

利
用
す
る
際
の
確
認
事
項

 

・
そ
れ
は
本
当
に
必
要
な
お
金

（
も
の
）か

 

・
今
す
ぐ
必
要
な
お
金
（
も
の
）

か

 

・
金
利
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る

の
か

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。審
査
の
結
果
、

後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利

用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。詳
細
は
、
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

 

・
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　
☎
０
５
７
０
︲
０
１
１

︲
０
５
０

 

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

 

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

 

・
自
分
の
収
入
で
き
ち
ん
と
返

済
し
て
い
け
る
か

 

・
借
金
返
済
の
た
め
の
借
金
で

は
な
い
か

■ 

多
重
債
務
者
向
け
無
料

法
律
相
談
会

茨
城
県
で
は
11
月
11
日（
日
）か

ら
18
日（
日
）ま
で
県
内
６
か
所

で
「
多
重
債
務
者
向
け
無
料
法

律
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
申
込
日
：
10
月
29
日（
月
）か

ら
開
催
日
前
日　
▽
相
談
会
に

つ
い
て
の
問
合
せ
・
申
込
先
：

茨
城
県
生
活
文
化
課　
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
２
８
２
９

■ 

問
合
せ
先

 

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時
：
月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

 

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０

市役所新利根庁舎

体育館・テニスコート

ふれあいセンター

駐車場

野球場 訓練会場

国道 408号線

至 龍ケ崎・潮来線

至 江戸崎至 角崎

訓練会場

△昨年の様子

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

広報稲敷 平成24年11月号　1213　広報稲敷 平成24年11月号



トピックストピックス

新
た
な
ご
み
分
別

　

15
行
政
区
が
分
別
を
開
始

圏
央
道
工
事
に
よ
る
夜
間
通
行
止
め

　

竜
ヶ
崎
・
潮
来
線

平
成
24
年
３
月
か
ら
モ
デ
ル
地

区
継
続
と
し
て
実
施
し
て
い
る

６
行
政
区
（
門
前
第
１
、
鳩
崎
本

郷
、太
田
上
、阿
波
、阿
波
崎
、八
筋

川
）
に
加
え
、
10
月
か
ら
新
た

に
９
行
政
区
が
分
別
を
開
始
し

ま
し
た
。　
※
そ
の
ほ
か
美
浦

村
で
も
実
施
中
。

■ 

新
規
推
進
実
施
地
区
（
稲

敷
市
）

高
田
岡
、高
田
須
賀
、南
ヶ
丘
、

花
指
、時
崎
、浮
島
和
田
、伊
佐

部
、光
葉
、上
之
島

■ 

ご
み
の
集
積
所
の
利
用

方
法
に
つ
い
て

収
集
日
を
守
り
ま
し
ょ
う

 

・
収
集
日
の
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

・
ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
収
集

日
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。収

集
日
以
外
の
も
の
は
収
集
し
ま

せ
ん
。

 

・
夜
間
や
収
集
後
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

分
別
を
守
り
ま
し
ょ
う

 

・
ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
焼
却

圏
央
道
の
橋
を
作
る
工
事
の
た

め
、
竜
ヶ
崎
・
潮
来
線
の
夜
間

通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。（
迂
回

路
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
）

　
工
事
中
は
や
む
を
得
ず
、
全

面
通
行
止
め
の
交
通
規
制
を
行

う
な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。	

■ 

期
間

11
月
５
日（
月
）〜
６
日（
火
）

（
荒
天
時
は
順
延
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）　
※ 

詳
細
は
現
地
看
板

や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。正
し
く
分
別
さ
れ
な
い

と
適
正
な
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

収
集
で
き
な
い
ご
み
は
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

 

・
ご
み
の
出
し
方
カ
レ
ン
ダ
ー

を
確
認
し
て
、
正
し
く
ご
み
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
集
積
所
は
、利
用
者
が

管
理
し
ま
し
ょ
う

 

・
ご
み
集
積
所
の
清
掃
等
は
、

使
用
し
て
い
る
人
が
行
っ
て
い

ま
す
。清
潔
に
し
て
使
い
ま
し

ょ
う
。

■ 

問
合
せ
先

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
８
４

１を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

時
間

午
後
９
時
〜
午
前
５
時

■ 

問
合
せ
先

 

・
発
注
者
：
常
総
国
道
事
務
所

稲
敷
監
督
官
詰
所　
☎
０
２
９

︲
８
７
９
︲
８
５
６
１

 

・
施
工
者
：
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ（
株
）　
清
水
橋
作
業
所

☎
０
２
９
９
︲
９
４
︲
８
４
８

１

新利根川新利根川 幸田橋幸田橋新橋新橋

至 潮来至 潮来

国
道
１
２
５
号
線

至 龍ケ崎至 龍ケ崎
竜ヶ崎・潮来線竜ヶ崎・潮来線

浦向

コンビニ ネスレ
神宮寺

幸田

工事箇所

ゴルフ場

凡例
大型車通行止
一般車・大型車通行止

一般車迂回路
大型車迂回路

労
務
関
係
無
料
相
談
会
を
開
催

　

社
会
保
険
労
務
士
が
お
受
け
し
ま
す

市
民
の
皆
様
や
、
市
内
企
業
の

労
使
関
係
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た

め
の
就
業
規
則
・
賃
金
・
労
災
・

雇
用
・
年
金
な
ど
に
関
す
る
無

料
相
談
を
社
会
保
険
労
務
士
が

お
受
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■ 

開
催
日

 

・
11
月
27
日（
火
）（
場
所
：
江
戸

崎
公
民
館
）

 

・
12
月
18
日（
火
）（
場
所
：
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

▽
相
談
時
間
：
午
前
９
時
30
分

～
正
午　
▽
相
談
料
：
無
料　

▽
そ
の
他
：
開
催
日
当
日
の
電

話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。（
江

戸
崎
公
民
館
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
４
１
１
０
／
あ
ず
ま
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲

０
０
５
３
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
商
工
観
光
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
２
０
７
）

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

結婚相談  み つ ば
担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から

広報稲敷 平成24年11月号　1415　広報稲敷 平成24年11月号

お詫びと訂正
広報稲敷10月号の12ページ「ペットボ
トルリサイクルにご協力を」の拠点回収
場所で誤りがありました。
お詫び申し上げ、訂正致します。
誤：南ヶ丘ふれあいセンター
正：南ヶ丘ふれあい会館

新たなごみ分別に向けて

平成25年4月から「燃えるごみ」のうち、資源となる紙・
プラスチック・新聞（チラシ）、雑誌類、ダンボールを別な曜
日に回収します。

資源回収するもの
①紙製容器包装（マークの付いているもの）

　紙でできた容器、紙でできた包装紙など
②プラスチック製容器包装（マークの付いているもの）

　プラスチックでできた容器、プラスチックでできた包装
　袋など
③新聞（チラシ）・雑誌類・ダンボール

新聞、雑誌、ダンボールを出すときの注意点
 ・基本は、ビニールの紐などでそれぞれ十字に縛る。
 ・新聞等は、新聞販売店からいただける紙袋にいれても可。

 ・ダンボールは、1枚でも50cm 程度に折り
たたむ。
 ・ガムテープなどで丁寧に巻きつけることは
おやめください。
 ・布やビニールなどの取り除けないカバーの
付いた書籍類は、燃やすごみへ出してください。



に
な
り
次
第
終
了

●
稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
６
０
３
／
fax
０

２
９
︲
８
９
２
︲
４
９
６
４

警
備
業
務
技
能
講
習
会

参
加
者
募
集

稲
敷
市
、
ま
た
は
近
隣
市
町
村

に
お
住
ま
い
の
55
歳
以
上
で
公

共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
を

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
を
対
象
に
警
備
業

務
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

全
日
程
参
加
出
来
る
方
の
み
と

な
り
ま
す
。申
込
方
法
な
ど
の

詳
細
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
27
日（
火
）〜
12

月
６
日（
木
）　
※
土
、
日
、
月

を
除
く
（
全
７
日
間
）　
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　
▽

場
所
：
龍
ケ
崎
市
農
業
公
園
豊

作
村（
龍
ケ
崎
市
板
橋
町
４
４
０
）

ほ
か　
▽
内
容
：
警
備
業
務
全

般（
施
設
警
備
・
交
通
誘
導
等
）お

よ
び
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作　

▽
費
用
：
無
料　
▽
定
員
：
25

名
（
書
類
選
考
あ
り
）　

▽
申
込

締
切
：
11
月
15
日（
木
）ま
で
に

申
し
込
む
。

●（
社
）稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

笑
遊
昭
和
ま
つ
り

11
月
25
日（
日
）開
催

昭
和
初
期
に
建
築
さ
れ
、
今
年

の
３
月
に
再
生
さ
れ
た
「
え
ど

さ
き
笑
遊
館
」
を
メ
イ
ン
会
場

に
、
笑
遊
昭
和
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。お
笑
い
芸
人
に
よ
る

お
笑
い
イ
ベ
ン
ト
や
大
道
芸
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
昔
な
つ
か
し

い
昭
和
の
車
展
、
秋
の
味
覚
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　
ま
た
共
同
イ
ベ
ン
ト
で
、
え

ど
さ
き
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
交
換

会
や
玉
入
れ
大
会
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
も
行
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

　
詳
細
は
、
え
ど
さ
き
笑
遊
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://syoyuk

an.com
/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
25
日（
日
）　
午

前
10
時
〜
午
後
４
時　

▽
場

所
：
江
戸
崎
商
店
街
（
え
ど
さ

き
笑
遊
館
付
近
）　
▽
主
催
：
え

ど
さ
き
街
創
り
協
同
組
合
（
共

催
：
江
戸
崎
町
商
業
協
同
組
合
、

稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
）

●
え
ど
さ
き
街
創
り
協
同
組
合

（
稲
敷
市
商
工
会
内
）　

☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３

い
な
し
き
た
ん
け
ん
！

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

今
年
も
市
商
工
会
青
年
部
・
市

観
光
協
会
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト

「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。稲
敷
市
を
探
検
し「
新

し
い
発
見
」
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
豪
華
賞
品
を
取
り
揃
え
て
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
25
日（
日
）午
前

10
時
〜
（
受
付
：
午
前
９
時
）
※

雨
天
決
行　
▽
集
合
場
所
：
市

役
所
江
戸
崎
庁
舎　
▽
参
加
資

格
：
１
チ
ー
ム
２
人
〜
５
人

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▽
参
加
料
：
１
人
３
０
０
円

（
保
険
料
等
）　

▽
定
員
：
２
０

０
名　
▽
申
込
方
法
：
所
定
の

用
紙
（
稲
敷
市
商
工
会
青
年
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り　

http://e-

seinenbu.com

）
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を

添
え
て
稲
敷
市
商
工
会
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※
遠
方

の
方
は
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

の
申
込
も
可
。参
加
料
は
当
日

徴
収
し
ま
す
。　

▽
申
込
締

切
：
11
月
20
日（
火
）　
※
定
員

セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
３
３
２
３

霞
ヶ
浦
聾
学
校

学
校
公
開

聴
覚
障
害
児
が
学
習
す
る
場
で

あ
る
聾
学
校
を
参
観
し
て
い
た

だ
き
、
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く

学
校
を
公
開
し
ま
す
。ど
な
た

で
も
参
観
で
き
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
16
日（
金
）午
前

９
時
20
分
〜
午
後
０
時
20
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）　

▽
場

所
：
茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

（
阿
見
町
上
長
３
︲
２
）　

▽
内

容
：
授
業
公
開
、
施
設
公
開
、

補
聴
器
等
の
体
験　

▽
参
加

費
：
無
料　
▽
申
込
方
法
：
11

月
２
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校　

☎
０
２
９
︲
８
８
９
︲
１
５
５

５
／
fax
０
２
９
︲
８
８
９
︲
２

４
１
３

茨
城
県
最
低
賃
金

時
間
額
６
９
９
円

10
月
６
日
か
ら
県
内
の
全
産

業
・
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。賃
金
額
が
最
低
賃
金
を
下

回
る
雇
用
契
約
は
、
労
使
双
方

の
合
意
で
あ
っ
て
も
最
低
賃
金

法
に
よ
り
、
賃
金
額
は
無
効
と

さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
額
の

契
約
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲

６
２
１
６

歯
の
何
で
も

電
話
相
談

お
子
さ
ん
の
歯
の
悩
み
、
入
れ

歯
の
こ
と
、
歯
周
病
の
こ
と
な

ど
、
歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問

の
電
話
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
ま
す
。匿
名
で
も
結
構
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
11
日（
日
）午
後

１
時
〜
４
時　
▽
相
談
電
話
番

号
：
０
２
９
︲
８
２
３
︲
７
９

３
０

●
茨
城
県
保
険
医
協
会
（
担

当
：
荒
木
、
熊
澤
）　

☎
０
２
９

︲
８
２
３
︲
７
９
３
０

informationくらしと情報

稲 敷 で 生 き る 人 々 第29回　澤邊 清 さん

Q. 入隊について
20歳の時に海軍に入隊して、3
か月間、横須賀市で新兵訓練を
受けた。そして検査に合格した
後、伏竜の訓練が始まった。俺は
伏竜の第1期だったんだが、だ
いたい3000人くらいの隊員が
いたと思う。予科練の人も動員
された。ここらへんでは、牛久に
一人いたな。
　特攻の兵隊になると、麦飯じ
ゃなくて銀飯になったり、軍服
も絹になった。手当も60円くら
いになった。通常の3〜4倍だっ
たと思う。

Q. 訓練について
60kg くらいの潜水服を着るん
だが陸上では重いんだ。海中で
は動けるんだが、水深10メート
ルくらいになると、水圧で耳が
痛くなってくる。鼻血も出たな。
だから水圧に慣れるためにゆっ
く り 潜 ら な き ゃ 駄 目 な ん だ。
色々考えながら訓練やってた。
　夜になると海中は真っ暗だか
ら、方向が分からなくなって沖
のほうに歩いていってしまった
兵もいたな。失神するのもいる
し、何人も訓練で死んだ。それで
も怖いという気持ちはなかった。

入隊した時から国に尽くすしか
ないと思っていたから。
　そして、3か月間伏竜の訓練
を受けて「とうとう出動か」と思
った頃に終戦になった。
Q. 戦争を知らない人へ
子ども達には戦争の苦しさを知
ってもらいたい。今は平和で幸
せな時代で、いろいろな物が食
べられるし、必要な物も買える。
しかし、平和な分、人を敬う事を
忘れている。世間に対してのあ
りがたみをもっと持ってほしい。

プロフィール
大正14年8月生まれ（87歳）。
稲敷市鳩崎地区の農家に生まれ
る。昭和20年、太平洋戦争にて

「伏竜」という特殊な訓練を経験。
実戦で使用される前に終戦とな
り、67年後の現在、全国でも「伏
竜」を知る人物は少ない。

「伏
ふくりゅう

竜隊」とは…
太平洋戦争の末期に発案された海軍の特攻のひとつ。潜水具を着用して海底に潜り、先端に機雷の付いた竹棒（約2

メートル）を敵の船艇に突き刺し爆破させる部隊。爆発によって自らの命も犠牲にすることもある。
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科
学
博
物
館
２
階　
▽
費
用
：

入
館
料
の
み

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業

主
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
制
度
の
詳
細
、

加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
茨

城
労
働
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

室　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６

２
１
３

中
小
企
業
に
お
け
る

人
材
育
成

人
材
育
成
の
問
題
、
高
齢
者
や

女
性
の
戦
力
化
、
助
成
金
な
ど
、

従
業
員
の
皆
さ
ん
に
生
き
生
き

と
働
い
て
も
ら
え
る
職
場
作
り

に
向
け
、
役
立
つ
知
識
を
提
供

し
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
８
日（
木
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時　
▽
場
所
：

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
１
︲
６
︲
１
）　
▽

対
象
：
事
業
主
、
人
事
担
当
者

な
ど　
▽
参
加
費
：
無
料

●
茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲
３
２
９

６
労
働
ト
ラ
ブ
ル

無
料
電
話
相
談

▽
日
時
：
11
月
６
日（
火
）、
13

日（
火
）、20
日（
火
）、27
日（
火
）

午
後
４
時
〜
６
時　
▽
相
談
電

話
番
号
：
０
２
９
︲
３
０
６
︲

６
０
０
４　
▽
内
容
：
賃
金
未

払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
労

働
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

●
茨
城
司
法
書
士
会　
☎
０
２

９
︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

電
話
帳
の
配
達
・
回
収

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

11
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話

帳
を
各
ご
家
庭
や
事
務
所
へ
配

達
員
が
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
回
収

し
ま
す
。

●
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ　
☎

０
１
２
０
︲
５
０
６
︲
３
０
９

健
康
教
室

宮
本
病
院

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。送

迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
テ
ー
マ
：
感
染
症
（
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）に
つ

い
て　

▽
日
時
：
12
月
６
日

（
木
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

▽
場
所
：
宮
本
病
院
新
館　
健

康
教
室　
▽
参
加
費
：
無
料　

▽
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
宮
本
病
院
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
２
１
１

４
年
金
無
料
相
談

常
陽
銀
行

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
制
で
す

の
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
14
日（
水
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時　
▽
場
所
：

常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

放
射
線
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

団
体
等
へ
派
遣
し
ま
す

県
内
の
自
治
会
、
消
費
者
団
体
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体
を
対
象
に
、

放
射
線
の
正
し
い
知
識
の
普
及

啓
発
の
た
め
の
講
座
や
相
談
を

行
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間
：
平
成
25
年
３
月

15
日（
金
）ま
で　
午
前
10
時
〜

午
後
５
時　
※
平
日
の
み　
▽

内
容
：
放
射
線
の
基
礎
講
座

（
基
礎
知
識
、
健
康
へ
の
影
響
な

ど
）、放
射
線
低
減
化
対
策
に
係

る
手
法
の
説
明　
▽
費
用
：
講

師
の
派
遣
は
無
料（
会
場
使
用
料

等
は
各
団
体
が
負
担
）　

▽
申
込

方
法
：
派
遣
日
の
２
週
間
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●（
社
）茨
城
原
子
力
協
議
会　

事
業
課　
☎
０
２
９
︲
２
８
２

︲
３
１
１
１

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
〜
12
月
１
日

犯
罪
被
害
者
が
被
害
か
ら
立
ち

直
り
、
再
び
平
穏
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
周
囲

の
方
々
の
理
解
と
配
慮
、
協
力

が
必
要
で
す
。

　
犯
罪
被
害
者
の
お
か
れ
て
い

る
状
況
や
支
援
の
重
要
性
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
警
察
署　
☎
０
２
９
︲

８
９
３
︲
０
１
１
０

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
ハ
ラ
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

の
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
人

権
侵
害
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▽
日
時
：
11
月
12
日（
月
）〜
18

日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時（
土
、日
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）　

▽
相
談
電
話
番
号
：

０
５
７
０
︲
０
７
０
︲
８
１
０

▽
相
談
員
：
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９

９
１
９

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
企
画
展「
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
展
」

園
児
や
小
学
生
の
飛
行
機
の
デ

ザ
イ
ン
・
ス
ケ
ッ
チ
・
工
作
な

ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
１
日（
木
）〜
12

月
２
日（
日
）　
▽
場
所
：
航
空
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無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：11月24日（土）　午後1時〜4時　▽場所：あずま生
涯学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。
年齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のス
ナップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）を
お持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け付
けます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2400）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：11月21日（水）、12月19日（水）　午前10時～正午、
午後1時〜3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

市
長
の
動
向
（
９
月
）

２
日
：
行
方
市
市
政
施
行
７

周
年
記
念
式
典（
行
方
市
）

４
日
〜
24
日
：
議
会
定
例
会

（
東
庁
舎
）

８
日
：
市
内
中
学
校
体
育
祭

（
江
戸
崎
中
学
校・桜
川
中
学
校
）

９
日
：
あ
ず
ま
ミ
ル
キ
ー
ク

イ
ー
ン
収
穫
祭（
あ
ず
ま
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
）

11
日
：
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
東
京
都
）

12
日
：
江
戸
崎
衛
生
土
木
組

合
管
理
者
等
会
議
（
組
合
事

務
所
）

14
日
：
稲
敷
地
区
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
教
室
（
桜
川

総
合
運
動
公
園
体
育
館
）

15
日
：
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

運
動
会
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な

し
き
保
護
者
会
親
睦
会
（
ハ

ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
）

17
日
：
横
利
根
川
へ
ら
鮒
釣

り
大
会
表
彰
式（
中
島
屋
）

19
日
：
教
育
委
員
会
打
合
せ

（
新
利
根
庁
舎
）

21
日
：
全
国
交
通
安
全
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
美
浦
村
）

23
日
：
公
明
党
時
局
講
演
会

（
龍
ヶ
崎
市
文
化
会
館
）

24
日
：
県
企
業
局
面
会
（
江

戸
崎
庁
舎
）

25
日
：
臨
時
庁
議
（
江
戸
崎

庁
舎
）

27
日
：
江
戸
崎
衛
生
土
木
組

合
全
員
協
議
会
／
臨
時
会

（
組
合
事
務
所
）、東
京
医
科
大

学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に
係

る
県
知
事
要
望
書
提
出
（
県

庁
）

28
日
：
平
成
25
年
度
当
初
予

算
編
成
方
針
打
合
せ
、
根
本

梢
さ
ん
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
世
界
大
会
優
勝
報
告
（
江

戸
崎
庁
舎
）

30
日
：
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
白
鷺
球
場
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：http://www.city.inashiki.lg.jp/
　　　　  dir.php?code=444
Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city
blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

情報配信
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11月8日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
11月15日（木）	 桜川庁舎
11月22日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
11月29日（木）	 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します※11月29日（木）はありません。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：11月14日（水）、28日（水）午前10時〜午後4時　▽
場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：11月28日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：11月28日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

11月13日（火）　江戸崎庁舎／ 11月14日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝11月5日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報

10月28日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
11月3日（土）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
11月4日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
11月11日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
11月18日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
11月23日（金）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

	 tel.029-830-5151
11月25日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
12月2日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
12月9日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
12月16日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
12月23日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 11月14日（水）午後1時30分～
生花教室	 11月15日（木）午後1時30分〜
茶道教室	 11月22日（木）午前9時〜
料理教室	 11月26日（月）午前10時～
絵手紙教室	 11月28日（水）午後1時30分〜
梅さんの落語会	 11月30日（金）午前10時30分〜
手話愛好会	 11月30日（金）午後7時〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷荘」

内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：45,412（-45）

　　男：22,489（-29）

　　女：22,923（-16）

世帯数：14,806（-15）

※10月1日現在。

11月の納税
▽納期限：11月30日（木）

・後期高齢者医療保険料：5期



information放射線（放射能）情報

※地下水および食品関係の（）内は検出限界値です。
※「不検出」とは「検出限界値未満」であることを表します。「検出限
界値」は測定する材料および条件によって若干の差がでます。

施設名 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

江戸崎学校給
食センター 14 検出せず

（<4.4 ～ 5.5）
検出せず

（<6.5 ～ 9.2）
検出せず

（<6.3 ～ 8.6）
東学校給食セ
ンター 12 検出せず

（<4.9 ～ 5.6）
検出せず

（<8.0 ～ 8.9）
検出せず

（<7.1 ～ 8.1）
認定こども園
えどさき 8 検出せず

（<4.1 ～ 6.9）
検出せず

（<6.4 ～ 10.9）
検出せず

（<5.7 ～ 9.6）

桜川保育所 8 検出せず
（<4.5 ～ 5.7）

検出せず
（<7.3 ～ 9.8）

検出せず
（<5.6 ～ 8.6）

桜川地区自校
式給食 10 検出せず

（<4.3 ～ 8.2）
検出せず

（<6.6 ～ 13.1）
検出せず

（<6.5 ～ 11.6）
江戸崎・新利根
つばさ保育園 3 検出せず

（<4.8 ～ 5.7）
検出せず

（<7.7 ～ 9.6）
検出せず

（<6.5 ～ 8.1）

水道水の測定値
■地下水のある浄水場（9月13日）

■阿見浄水場（稲敷市への供給元）

浄水場名 放射性
ヨウ素

放射性セシウム
134 137

江戸崎 不検出
（0.53未満）

不検出
（0.50未満）

不検出
（0.48未満）

東 不検出
（0.60未満）

不検出
（0.59未満）

不検出
（0.48未満）

根本 不検出
（0.61未満）

不検出
（0.50未満）

不検出
（0.67未満）

放射性
ヨウ素

放射性セシウム
134 137

10月9日 不検出 不検出 不検出
9月10日 不検出 不検出 不検出
9月3日 不検出 不検出 不検出

給食放射性物質測定結果（9月3日〜28日）

※ 翌日に使用する給食食材の中から、1品を選び放射性物質の測定
をしています。

品　目 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

栗 3 検出せず
（<7.53〜8.87）

検出せず
〜14.6

（<7.26〜13.8）

検出せず
〜24.3 

（<6,52〜8.09）

玄米 6 検出せず
（<6.0〜7.02）

検出せず
（<10.3〜12.4）

検出せず
（<9.38〜11.3）

しいたけ原木 1 検出せず
（<28.1）

80.9
（<23.6）

121.0
（<10.4）

井戸水 1 検出せず
（<6.46）

検出せず
（<11.0）

検出せず
（<10.2）

白米 1 検出せず
（<5.73）

検出せず
（<10.2）

検出せず
（<9.26）

梨 1 検出せず
（<5.63）

検出せず
（<9.84）

検出せず
（<9.03）

銀杏 1 検出せず
（<7.21）

12.6
（<6.94）

9.64
（<6.25）

さつまいも 1 検出せず
（<7.22）

検出せず
（<12.4）

検出せず
（<11.3）

里芋 1 検出せず
（<7.70）

検出せず
（<13.8）

検出せず
（<12.3）

食品放射性物質測定結果（9月3日〜28日）

▪ 食品中の放射性物質に係る
新基準値（平成24年4月1日より）

品　目 （Bq/ ㎏）

放射性
セシウム

飲料水 10
牛乳 50
乳児用食品 50
一般食品（上記以外）100

※一部の食品には経過措置があります。

現在、市では放射線測定器の貸出および食
品放射能の測定を無料で行っています。貸
出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁

舎は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を
希望する場合は、生活環境課放射線対策室

（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてく
ださい。

市役所各庁舎等の線量測定について、毎日測定・公開してき
ておりましたが、線量に大きな変動が見られないため、平成
24年7月10日より、毎月第2・第4週に測定・公開いたしま
す。（各体育施設・公園も同様）

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射
能測定を行っています

▪ 市役所各庁舎等の線量測定日の変更について

information放射線（放射能）情報

※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時　　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.082 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.100 
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.130 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.102 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.108 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.087 
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.071 
太田小学校 校庭中央 50cm 0.087 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.124 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.060 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.100 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.106 
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.086 
新東小学校 校庭中央 50cm 0.081 
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.119 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.098 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.116
新利根中学校 校庭中央 1m 0.123 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.087 
東中学校 校庭中央 1m 0.115
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.117 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.122 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.097 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.097 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.106 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.101 

各体育施設、公園（10月9日、10日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.162 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.184  

江戸崎総合運動公園
野球場 1m 0.140 
多目的G 1m 0.160 
テニスコート 1m 0.180 

沼田野球場 野球場 1m 0.120 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.100 

新利根総合運動公園

野球場 1m 0.090 
多目的G 1m 0.170 
多目的広 1m 0.180 
遊戯施設 50cm 0.190 
テニスコート 1m 0.220 

桜川総合運動公園

野球場 1m 0.130 
多目的G 1m 0.120 
遊戯施設 50cm 0.200 
テニスコート 1m 0.210 

浮島運動広場 多目的G 1m 0.080 
東グラウンド 野球場 1m 0.130 

白鷺球場 野球場 1m 0.130 
遊戯施設 50cm 0.140 

リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.090 
堂前公園 公園中央 50cm 0.110 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.200 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.140 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.160 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.160 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.110 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.110

各小・中学校、幼稚園（10月9日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.106 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.116 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.082 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.064 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.063 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.098

各保育所（園）など（10月10日）

各保健施設（10月9日）
施設名称 測定地 高さ 測定値

ふれあいセンター 玄関前 50cm 0.122 
江戸崎保健センター 玄関前 50cm 0.116 
桜川保健センター 玄関前 50cm 0.123 
東保健センター 玄関前 50cm 0.119

各庁舎駐車場の測定値
江戸崎 新利根 桜川 東

10月9日 0.161 0.154 0.130 0.090
9月24日 0.156 0.112 0.090 0.110
9月10日 0.146 0.166 0.100 0.090
8月27日 0.133 0.153 0.090 0.110 
8月13日 0.146 0.152 0.120 0.130 
7月23日 0.156 0.176 0.100 0.120 
7月10日 0.156 0.136 0.140 0.110 

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、新
利根総合運動公園遊戯施設、桜川総合運動公園多目的G・遊戯施
設）につきましては、除染を実施しました。

※5月より各浄水場の検査は月1回実施します。

広報稲敷 平成24年11月号　2223　広報稲敷 平成24年11月号



で・き・ご・と
9月ー10月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）
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呼
び
か
け
る
と
と

も
に
啓
発
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

６ 

椎
塚
子
ど
も
相
撲

椎
塚
地
区
の
諏
訪
神
社
祭
で
は
、
毎
年
行
事
の
一
つ
と
し
て

神
社
境
内
で
氏
子
が
中
心
と
な
り
子
ど
も
達
の
相
撲
大
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
も
９
月
22
日
の
祭
り
の
日
に
、
57

名
の
子
ど
も
達
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

７ 

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン

デ
イ
ズ「
稲
敷
市
の
日
」

10
月
６
日
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
デ

イ
ズ「
稲
敷
市
の
日
」が
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、
稲
敷
市
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行
わ
れ

た
特
産
品
販
売
や
芸
能
披
露
な
ど
の
稲
敷
市
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

に
も
大
勢
の
方
が
い
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、
普
段
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
選
手
の
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム
、ピ
ッ
チ
サ
イ
ト
な
ど
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
案

内
し
て
く
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
見
学
ツ
ア
ー
も
楽
し
み
ま
し
た
。

８ 「
薪た
き
ぎ
の
う能」公
演

10
月
６
日
、あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
稲
敷

市
伝
統
芸
能
の
会
」
主
催
に
よ
る
薪
能
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
公
演
場
所
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言
や
能
を
身
近
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
、満
席
の
会
場
は
芸
術
の
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て
  

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

広報稲敷 平成24年11月号　2627　広報稲敷 平成24年11月号

集まれ！いなしきっ子！！
いつも支援センターを利用している皆さんだけでなく、初
めて参加される方も大歓迎のイベントです。親子で楽しめ
るコンサート、遊びのコーナーなど盛りだくさん！たくさ
んのいなしきっ子のご参加、お待ちしています。
▽日時：11月23日（金）　午前10時～正午　▽場所：新利

あそびの広場日程　〜11月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。（予約不要

の行事は、いなしきCOCOLOカフェやメルマガ『はぁとマガジン』

に掲載）

【あいアイ】
6日（火）	 お楽しみ会“コンサート＆お芋を食べよう”
13日（火）	 あいアイ広場“七五三袋づくり”（1歳～）

20日（火）	 ママと遊ぼう“ふれあい体操”（お座り～ 1歳）

26日（月）	 11月生まれのお誕生会
29日（木）	 ベビーマッサージ（3か月以降の赤ちゃん）

※12日（月）は清掃のため午前は休館
【つばさ】
6日（火）	 森林公園であそぼ（つばさ・ひまわり合同）

14日（水）	 給食体験（離乳食完了児5組）

19日（月）	 楽らく骨盤体操（7組）

20日（火）	 楽らく骨盤体操（7組）

30日（金）	 栄養講座＆おやつづくり
	 　　　（15組、場所：ひまわり）

【ひまわり】
8日（木）	 エアロビクスでリフレッシュ！
14日（水）	 給食体験（離乳食完了児5組）

30日（金）	 栄養講座＆おやつ作り（15組）

【こうだ】
15日（木）	 バルーンアートを楽しもう（15組）

　　　４種混合ワクチン導入について

　　　「脳脊髄液減少症」とは…

　　　江戸崎地区健診のお知らせ

厚生労働省では、平成24年11月より現行の3種混合DPT
ワクチン（ジフテリア、百日咳、破傷風）と単独のポリオワクチ
ンに代わる新しいワクチンとして、4種混合ワクチン（ジ

フテリア、百日咳、破傷風、ポリオ）の定期予防接種への導入を
進めています。
　それに伴い、3種混合ワクチン・ポリオワクチンのいず

交通事故やスポーツ外傷のあと、頭痛、めまい、吐き気、耳
鳴り、倦怠感などを感じたことはありませんか。このよう
な場合は、まず、安静を保ちつつ、医療機関を受診すること
が大切です。体に強い衝撃を受けることによって、脳脊髄
液が漏れ出し、様々な症状を引き起こす病気として、脳脊
髄液減少症があり、専門医の診断が必要になることがあり
ます。
　脳脊髄液減少症は、これまで確立された診断基準や治療
方法はありませんでしたが、国において研究が進められて

予約の必要はありません。特定健康診査を受診
する方は、「健康保険証」と「特定健診受診券」を
ご持参ください。
　40歳以上の方は、胸部レントゲン検査およ
び大腸がん検査の対象となります。がん検診は
保険種別を問いません。大腸がん検診を希望す
る方は、容器を送りますので受診日10日前ま
でにご連絡ください。

れも接種していない生後3か月～ 7歳半未満の方で、4種
混合導入（平成24年11月予定）以降に接種を開始する方は、
原則として4種混合ワクチン（ジフテリア、百日咳、破傷風、ポ

リオ）となります。
　詳細は稲敷市健康増進課までお問い合わせください。

います。平成23年10月には、画像判定基準・画像判断基
準が公表され、更なる調査研究が続けられています。
　診療可能な医療機関については、県内医療機関の協力の
もと、「脳脊髄液減少症」の診療に関する調査を行い、ホー
ムページに公表していますので、ご確認ください。

【茨城県ホームページ】
http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/yobo/
nanbyou/etc/nousekizui_top.html

根体育館　▽対象：稲敷市在住で就園前の親子（兄弟姉妹の

参加は小学生まで可）　▽内容：保育シンガーソングライター
『荒巻シャケ』コンサート、各種コーナー遊び　▽持ち物：
飲み物、汗ふきタオル、上履き（外履きを洗ったものも可）、動
きやすい服装でご参加ください。　▽申込：11月12日（月）

までに各支援センターへ。

　　あいアイ・つばさ・ひまわり・こうだ　合同イベント

パンプ2階の稲敷市
情報発信コーナー。
市内４つの支援セン
ター職員で合同製作
しています。
今回は『かぐや姫』、
手作りおもちゃもあ
りますよ♪

（あいアイ）

活動のあとのお
やつタイム♪
お喋りも楽しい
ひととき。

（つばさ）

お母さんに見守
られお友達と一
緒で楽しいな。
“また 遊びにこ
ようね！”

（こうだ）

期　日 会　　　場
11月7日（水） シルバー人材センター（旧君賀コミュニティセンター）
11月8日（木） 鳩崎コミュニティセンター
11月9日（金） 沼里コミュニティセンター
11月10日（土） 高田コミュニティセンター
11月13日（火）

江戸崎保健センター11月14日（水）
11月15日（木）
11月16日（金）
受付時間：午前10時～ 11時／午後1時30分～ 2時30分

■ あいアイ♡すくすく広場日程　～ 11月分～
いずれも各保健センターで開催。予約不要。

【東】7日（水）、14日（水）、22日（木）、28日（水）

【桜川】8日（木）、15日（木）、21日（水）



 

生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

広報稲敷 平成24年11月号　2829　広報稲敷 平成24年11月号

「ならずものがやってくる」ジェニ
ファー イーガン、「猿の悲しみ」樋口
有介、「いとみち 2の糸」越谷オサム、

「僕の心の埋まらない空洞」平山瑞穂、
「宇宙（そら）へ」福田和代、「くくりひ
め」姫野春、ほか

市立図書館

今月の展示
“秋の夜長に楽しめるお勧めの本”
一年中で最も過ごしやすいこれからの
季節は「読書」に最適です。そこで、図
書館お勧めの本をご紹介します。
　短くてさっと読める短編小説、毎日
続きを読むことが楽しみになるよう
な、読み応えのある長編小説、歴史も
の、詩集、伝記など、いろいろなジャン
ルから集めてみました。童心にかえっ
て絵本もいいものです。どうぞ、心に
響く一冊をお探しください。

リサイクルブックフェアを開
催します！
詳細は広報稲敷10月号をご覧くださ
い。
▽日時：11月3日（土）、４日（日）午前
9時～

映画会
▽上映時刻：午後2時から　▽申込方
法：当日カウンターで　▽定員：各70
名
■ちびまる子ちゃんの火の用心（14分）

▽日時：11月10日（土）・11日（日）

■ファインディング・ニモ（100分）

▽日時：11月17日（土）・18日（日）

■HAZAN（108分）

▽日時：11月24日（土）・25日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：11月25日（日）　午前10時
30分～ 11時

新刊図書
「等伯　上・下」安部龍太郎、「花見ぬひ
まの」諸田玲子、「それでも地球は回っ
てる」三谷幸喜、「黄色い水着の謎」奥
泉光、「アルカトラズ幻想」島田荘司、

新刊図書

「空より高く」
　重松清（中央公論新社）

「ノエル」
　道尾秀介（新潮社）

「ソロモンの偽証	 第2部」
　宮部みゆき（新潮社）

※ 写真左から

図書カレンダー  11月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
					     1	 2	 3	
	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10	
	 11	 12	 13	 14	 15	 16	 17	
	 18	 19	 20	 21	 22	 23	 24	
	 25	 26	 27	 28	 29	 30
江戸崎図書室
毎週月曜日、2日（金）、3日（土）、
4日（日）、6日（火）、23日（金）、
27日（火）休室
桜川、新利根図書室
毎週月曜日、1日（木）、2日（金）、
3日（土）、4日（日）、6日（火）、
23日（金）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

家庭教育学級子育て研修会のお知らせ

子育てについての話し合いを通して、
家庭教育の在り方を考え、互いの交流
と仲間づくりを図ります。
　今回のテーマは「幼稚園、学校生活

「いなしき・るーむ」講座生募集！

稲敷市長杯学童軟式野球大会結果

▽募集期限：11月30日（金）まで　▽申
込方法：生涯学習課へ電話でお申し込

10月6日、8日の2日間にわたり、第
8回稲敷市長杯学童軟式野球大会が参
加 34 チームで盛大に開催されまし
た。稲敷市からは9チームが参戦し大

会を盛り上げ、江戸崎ベアーズが第3
位と健闘しました。

と家庭教育について」です。
　詳しくは各園・学校から連絡があり
ますので、ぜひご参加ください。
▽日時：11月24日（土）午前9時30

分～ 11時30分　▽会場：桜川公民館
▽講師：鈴木宏治 氏（NPO 法人ひと・ま

ちねっとわーく役員）

みください。午前8時30分～午後5時
（土、日、祝日を除く）　▽その他：定員を

超えた場合は抽選となります。申込が
少ない講座は開講できない場合があり
ます。結果は後日通知します。
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）

tel.029-892-2000（内線3706）

講座名 開催場所／対象者 開催日・時間 内　容 教材費等

琴古流尺八
江戸崎公民館 1／ 13・27　2 ／ 10・24

3 ／ 10・24
※ 午後7時〜9時

伝統楽器尺八。竹の響きを
体験しましょう。

尺八を持っていな
い場合
20,000円成人

３分のドラマを踊る
江戸崎公民館 1 ／ 12・19・26　2／ 9・16・

23　3／ 9・16・23・30
※ 午後2時～ 4時

歌謡曲に合わせて日本舞踊
を踊りましょう。
※ 着物での参加が望ましい

500円
（テキスト代）幼児～成人

プリザーブドフラワ
ーアレンジメント

江戸崎公民館 1 ／ 19・26　2 ／ 2・9・17・
23　3 ／ 2・9・17・23
※ 午後2時～ 3時

プリザーブドフラワーで楽
しくレッスンしましょう。

1回2,000円～
2500円

（花器代など）小学生～成人

夢が広がる
アクセサリー作り

新利根公民館 1／ 10・17・24　2 ／ 7・14・
21　3 ／ 7・14・21
※ 午後1時40分～ 3時40分

自分だけのステキなアクセ
サリーを作りませんか。 １回3,000円

小学生～成人

脳の活性化柔軟体操
江戸崎福祉センター 1 ／ 11・25　2 ／ 8・22

3 ／ 8・22
※ 午前10時30分～正午

リズミカルな動きでいい汗
を流しませんか。 無料

中高齢者



ふ
る
さ
と
探
訪　
第
81
回

　
新
利
根
地
区
の
調
査
を
終
わ
っ
て

　
　
小
野
川
と
新
利
根
川
流
域
に
発
展
し
た
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山 

純
子

桜
川
地
区
に
続
い
て
行
っ
た
新
利
根

地
区
の
仏
像
・
寺
院
調
査
が
終
わ
り

ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
利
根
地
区
は
、
昭
和
三
〇
年
四

月
一
日
に
、
根
本
・
柴
崎
・
太
田
の

三
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
利
根

村
が
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。中
央

部
を
東
西
に
丘
陵
が
走
り
、
南
を
新

利
根
川
、
北
を
小
野
川
が
貫
流
し
て

お
り
、
両
河
川
の
沿
岸
は
豊
か
な
水

田
単
作
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
利
根
地
区
の
仏
教
文
化
に
も
、

こ
う
し
た
地
形
状
の
特
色
に
よ
る
違

い
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

小
野
川
中
流
右
岸
の
小
野
郷
は
、

平
安
期
か
ら
み
え
る
郷
名
で
、
古
く

は
牧ま

き
ば場
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
常

陸
な
る
を
の
の
み
ま
き
の
露
草
を
う

つ
し
は
駒
の
を
く
に
そ
有
け
る
」（
藤

原
朝
光
）
と
和
歌
に
詠
ま
れ
ま
し
た
。

天
長
三
年
（
八
二
六
）
創
建
を
伝
え
る

天
台
宗
逢
善
寺
が
あ
り
、
関
東
に
お

け
る
天
台
教
学
発
展
の
中
心
と
な
り

ま
し
た
。

　

根
本
の
阿
弥
陀
寺
に
は
、
鎌
倉
時

代
の
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
に
時じ
し
ゅ
う宗

の
開
祖
一
遍
上
人
が
立
ち
寄
っ
た
と

の
伝
え
が
残
り
、
釈
迦
堂
に
は
江
戸

時
代
初
期
の
寝
釈
迦
像（
県
指
定
文
化

財
）
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う

し
て
小
野
川
を
通
っ
て
、
こ
の
地
域

に
文
化
が
入
っ
て
き
た
状
況
を
推
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
利
根
川
以
北
は
、
ほ
ぼ
全
域
が

東
条
庄
に
属
し
、
中
世
に
は
東
条
氏

が
支
配
し
、
そ
の
居
城
は
下
太
田
の

東
条
城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。東

条
氏
は
南
北
朝
時
代
に
南
朝
に
味
方

し
、
北
畠
親
房
が
東
条
浦
に
上
陸
し

て
神
宮
寺
城
に
入
っ
た
と
き
、
親
房

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
か
ら
の
様
相
を
伝
え
る

小
野
川
と
は
違
っ
て
、
新
利
根
川
は

江
戸
時
代
初
期
に
、
幕
府
の
主
導
で

作
ら
れ
た
人
工
の
河
川
で
す
。

　

幕
府
は
江
戸
の
水
害
を
除
き
、
水

利
を
は
か
る
目
的
で
、元
和
七
年（
一

六
二
一
）
か
ら
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）

に
利
根
川
の
流
路
変
更
東
遷
の
大
工

事
を
行
い
ま
し
た
。し
か
し
そ
の
こ

と
が
か
え
っ
て
利
根
川
下
流
域
に
水

害
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
防
止
策
と
し
て
行
わ
れ
た
の
が

新
利
根
川
の
開
削
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
か
ら
六
年

に
か
け
て
、
小
貝
川
が
利
根
川
に
合

流
す
る
利
根
町
押
付
か
ら
河
内
町
・

稲
敷
市
を
東
流
し
て
押お
っ
ぽ
り堀
で
霞
ヶ
浦

に
流
入
し
、
小
貝
川
・
利
根
川
の
水

を
新
河
道
の
堀
割
に
よ
っ
て
流
出
し

よ
う
と
計
画
し
た
の
で
す
。

　

開
削
し
た
新
利
根
川
の
河
道
は
直

線
的
で
し
た
が
、
水
深
が
浅
く
、
舟

運
に
も
不
適
だ
っ
た
た
め
に
、
初
期

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

沿
岸
地
域
に
水
害
を
も
た
ら
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
開
削
以

前
に
比
べ
る
と
、
沿
岸
の
新
田
開
発

が
進
み
、
柴
崎
の
東
光
寺（
曹
洞
宗
）

の
よ
う
に
、
開
発
し
た
人
々
が
主
体

と
な
っ
て
開
か
れ
た
お
寺
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
報
告
書
を
お
読
み
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９

︲
７
９
︲
３
２
１
１

釈迦堂

稲荷神社 （安楽寺）

神明社
（本泉寺）

阿弥陀寺

真光寺

天満神社

養泉寺
熊野神社

金比羅神社

天満神社

稲荷神社

浄源寺

宇迦神社

（大聖寺）

（楽満寺）
（神向寺）
稲荷神社

弁天様

稲荷神社

東光寺

稲荷神社

（観音寺）

（遍照院）

宇賀神社

八幡神社

天神様

円福寺

浅間神社
鹿島神社

千勝神社

逢善寺

小野神社

不動堂

愛宕神社

智心院

（桂芳院）

須賀神社

照楽院

熊野神社

八幡神社

松山

角崎角崎

阿弥陀寺

浄源寺
稲荷神社

（楽満寺）

東光寺

不動堂

小野川

新利根川

新利根地区の
神社・寺院

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

伊
勢
の
台
栗
拾
い
す
る
に
ぎ
わ
い
は	

坂
本
美
園（
戸
張
）

生
国
に
つ
づ
く
青
空
赤
の
ま
ま	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

秋
の
蝶
命
を
惜
し
む
ご
と
舞
へ
り	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

新
藁
に
沈
み
仮
眠
の
老
農
夫	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

黄
金
色
に
稲
穂
波
う
つ
空
広
し	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

蓮
の
実
の
拳
打
ち
上
げ
五
・
六
本	

石
井
忠（
橋
向
）

秋
の
暮
坂
の
途
中
の
立
話	

岡
村
敏
子（
新
山
）

一
日
終
え
湯
舟
で
ゆ
っ
た
り
虫
の
声	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

犬
と
よ
く
来
た
こ
の
道
の
百さ
る
す
べ
り

日
紅	

篠
田
邑
草（
新
山
）

鈴
虫
や
コ
ッ
プ
そ
ろ
え
て
客
を
待
つ	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

青
空
を
恋
ふ
て
色
濃
し
凌
霄
花	

宮
本
芳
子（
切
通
）

刈
り
取
れ
ば
又
伸
び
て
咲
き
韮
の
花	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

居
す
は
り
し
残
暑
ほ
と
ほ
と
も
て
余
す	

代
静（
犬
塚
）

採
り
た
て
の
枝
豆
や
わ
く
夕
餉
か
な	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

新
聞
を
目
で
追
う
だ
け
の
残
暑
か
な	

福
本
き
み
え（
新
山
）

地
下
足
袋
に
し
っ
と
り
重
し
朝
の
露	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

卓
上
に
紫
蘇
の
小
枝
を
薬
味
に
と	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

慈
雨
あ
り
て
浮
島
大
根
急
成
長	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

戴
き
し
栗
飯
炊
い
て
仏
前
に	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

白
々
と
精
緻
に
咲
き
て
烏
瓜	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

朝
顔
の
日
除
け
や
エ
コ
の
公
民
館	

高
須
湖
城（
浮
島
）

宵
月
や
甲
高
き
声
過
ぎ
行
け
り	

富
元
禮
子（
古
渡
）

携
帯
の
奥
に
聞
こ
え
て
ク
ツ
ワ
ム
シ	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

と
ん
ぼ
飛
ぶ
畑
い
っ
ぱ
い
つ
る
伸
し
小
鳥
が
蒔
い
た
瓜
は
豊
作	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

湖
隔
て
盆
も
終
り
の
遠
花
火
大
き
く
爆
ず
る
音
一
人
聞
く	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

風
評
や
酷
暑
に
堪
え
た
る
新
米
の
匂
い
清
し
く
い
ま
炊
き
あ
が
る	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

暑し
ょ

に
耐
え
て
な
お
咲
き
続
く
百
日
紅
の
房
花
揺
ら
す
風
に
秋
立
つ	
根
本
正
直（
門
前
）

雨
あ
が
り
花
も
あ
ふ
れ
咲
く
コ
ス
モ
ス
の
静
か
に
揺
れ
る
秋
の
夕
暮
れ	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

ス
ー
パ
ー
は
暑
さ
し
の
ぎ
の
場
所
と
な
り
今
日
も
に
ぎ
わ
う
幼
な
顔
見
ゆ	

松
本
静
子（
西
町
）

待
望
の
雨
に
潤
う
畑
の
土
大
根
を
蒔
く
白
菜
を
植
う	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

体
育
祭
短
距
離
走
で
転
ぶ
と
も
す
ぐ
立
ち
走
る
目
つ
き
は
活
き
て	

山
本
彰
治（
高
田
）

風
鈴
の
音
さ
へ
暑
く
こ
の
夏
も
夜
の
間
の
風
に
虫
の
音
聞
こ
ゆ	

財
部
睦
美（
光
葉
）

永
き
年
亡
母
の
愛
で
き
し
洋
蘭
を
宝
物
と
し
夫
は
手
入
れ
す	

酒
井
盟
子（
羽
賀
）

錆
が
出
て
色
替
え
て
塗
る
車
庫
の
屋
根
嫁
御
好
み
の
コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

十じ
ゅ
う
さ
ん

三
才
の
わ
れ
ら
を
泣
か
せ
し
山
椒
大
夫
読
み
て
く
れ
た
る
師
の
今
は
亡
し	

川
村
と
み（
堀
川
）

愛
犬
と
共
に
夕
風
浴
び
な
が
ら
今
日
一
日
の
つ
か
れ
を
い
や
す	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

と
ぎ
れ
た
る
義
妹
の
記
憶
戻
さ
ん
と
弟
頻し
き

り
に
今
何
時
と
問
ふ	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

寅
さ
ん
の
居
な
い
団
子
屋
覗
き
み
て
擦
れ
違
う
人
に
マ
ド
ン
ナ
探
す	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

愛
さ
れ
た
仙
石せ
き

線
の
レ
ー
ル
な
く
名
残
り
の
ホ
ー
ム
に
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
る	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

朝
顔
の
ひ
ら
く
力
に
触
れ
た
し
と
蕾
を
両
手
に
つ
つ
み
て
待
て
り	

小
泉
實（
福
田
）

素
敵
だ
な
あ
わ
た
し
の
故
郷
青
空
も
ま
白
い
雲
も
緑
の
風
も	

根
本
邦
子（
押
砂
）

明
日
が
あ
る
明
日
が
あ
る
ぞ
と
痛
む
脚
引
き
ず
り
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

衰
へ
ぬ
猛
暑
に
あ
は
れ
里
芋
の
葉
の
う
な
だ
れ
て
八
月
は
尽
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

詰
襟
の
似
合
い
し
人
の
夢
ま
く
ら
寡
黙
な
ま
ま
に
十
六
の
夏	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

掃
く
庭
に
は
ら
と
散
り
た
る
葉
一
つ
に
見
え
ざ
る
秋
の
け
は
い
覚
ゆ
る	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

何
の
苦
も
な
き
貌
の
ぞ
か
せ
大
の
字
に
午
睡
む
さ
ぼ
る
老
い
を
赦
さ
な	

坂
本
弥
太
郎（
幸
田
）
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至 江戸崎

至 成田

至 

東

至 龍ケ崎



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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①13：01桜川庁舎発→②13：12向町着→徒
歩・阿波、神宮寺十三塚、直売センター、ぶどう
園→③16：20西原発→④16：28江戸崎着→
徒歩・笑遊館、商店街散策→④17：21江戸崎発
→①17：46桜川庁舎着

今回のルート　バス代合計330円・初乗り50円

四ツ谷さん（左）、浅木さん（右）の感想
四：市内を走っているバスに乗車したの
は初めてで、新たな発見ができました。
直売センターでは、名物のれんこんコロ
ッケを食べることができ、お腹も満足の
ぶらり旅でした。
浅：十三塚では、稲敷の歴史に改めて触
れることができ感銘を受けました。また、
行く先々で色々な人と出会うこともでき、
とても楽しかったです。

第⑥回
路線バス５番「桜川庁舎〜神
宮寺〜江戸崎」（ブルーバス）

 ③

 ④

バスコース
徒歩コース

十三塚

 ②

笑遊館
江戸崎商店街

至 土浦市

江戸崎庁舎

稲敷警察署

至 

幸
田

至 

龍
ケ
崎
・
潮
来
線

Ｒ１２５

「桜川庁舎〜神宮寺〜江戸崎」線は、桜川庁舎から四
箇・神宮寺をとおり江戸崎をつなぐ路線です。
　通学のほか江戸崎のショッピングセンターや商店
街へ出かける方の利用が多く、龍ケ崎・土浦方面へ
の乗り継ぎもできます。道沿いには季節ごとの花や
紅葉も見られる路線です。今回はその路線の一部を
ご紹介します。乗車してくれたのは、江戸崎在住の
四ツ谷さん、浅木さんです。

桜川庁舎
江戸崎 スタート

　  ①

向 

町西 
原

神
宮
寺
直
売
セ
ン
タ
ー

阿
波
商
店
街

ぶ
ど
う
園

中
須
賀
津

江戸崎の商店街で散
策＆お買い物。ぶら
り笑遊館に立寄り世
間話も・・・。

稲敷の歴史に触れ、
新たな発見に出会え
るかも。

バスの運転手さんへ
のお礼のメッセージ

阿
波
の
商
店
街
や
神
社
・
お
寺

を
散
策
、
お
腹
が
す
い
た
ら
、

お
食
事
処
も
あ
り
ま
す
。（
写
真

は
洋
食
屋
さ
ん
の
前
で
）

△

△

直売センターでは、新鮮な旬の野菜や果物を
はじめ、色々なものがありました。揚げたて
のれんこんコロッケは格別。

今年のブドウは、特
に甘いそうです。


